
カラマツヒメハマキ

春から夏にかけてカラマツの葉を糸で綴って食べるイモムシ（幼虫）．最大長約12mm．体は茶色．頭は黒い．

カラマツ林でまれに多発する．
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１．若齢幼虫．1961/6/5．

２．終齢幼虫，側面と背面．1986．美唄市．

３．カラマツ被害，1994/8/24，早来町．

【学名】 Spilonota eremitana 

【分類】 チョウ目（Lepidoptera），ハマキガ科（Tortricidae）

【分布】 北海道，本州；千島．

【生態】

宿主：カラマツ，グイマツ．

通常は年２世代，寒い年や地域では年１世代．幼虫越冬．幼虫は小さなときは葉に潜る．大きくなると葉を糸で束ねて食べる．

束ねた葉の中または樹皮の隙間で蛹になる．９月に孵化した幼虫は葉を少し食べてから，短枝の基部に葉を糸でつづって繭を作

り越冬する．
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幼虫（越冬） ＋＋＋ ＋＋＋ ＋‥ ‥＋＋ ＋＋＋



幼虫（摂食・成長） ‥■■ ■■‥ ‥■ ■■‥ ‥■ ‥

蛹 ‥◇ ◇‥ ‥◇ ◇‥

成虫・卵 ‥ ○○‥ ‥ ○○‥

【被害と防除】

カラマツ林でまれに多発するが，１年ほどで終息する．食害は８月に目立つ．食害による木の著しい衰弱や枯死は記録がない．

穿孔虫などによる２時被害の発生も記録がない．防除は普通必要とされない．
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「文章」 原秀穂，北海道立林業試験場，2001/11/3．
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「写真１」 上条一昭，北海道立林業試験場，1961．

yochu0.JPG，higai.JPG

「写真２～３」 原秀穂，北海道立林業試験場，1986-1994．
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